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流通とＳＣ・私の視点 

2017 年２月 26 日 
 

     “ＭＵＧＵＲＵＭＡ ＴＨＥＯＲＹ ＦＯＲ ＳＣ”のフレーム!! 

 

ＭＵＧＵＲＵＭＡ ＴＨＥＯＲＹ ＦＯＲ ＳＣのフレーム（骨格）は次の通りです。 

Ｓ Ｃ 理 論 

 

ＳＣノウハウの 

マクロ理論 
 

ＳＣノウハウの 

セミマクロ理論 

ＳＣノウハウの 

ミクロ理論 

ＳＣの流通経済理論  ＳＣのマーケットデザイン理論 ＳＣのマーケティング理論 
   

経済や流通や消費動向をＳＣを

取り巻く上位概念として、マクロ環

境の視点からメカニズム的に解明

する理論 

 

ＳＣが対象とするマーケット内のＳ

Ｃ相互間の棲み分けによるブルー

オーシャン化のメカニズムを解明

する理論 

ＳＣが相乗効果を発揮するための

最適あるいは完成度の高い相乗

効果を創出するメカニズムを解明

する理論 

（１）消費の４段階理論 

①プレモダン消費 

②モダン消費 

③ポストモダン消費 

④ニューモダン消費 

（２）マダガスカルのキツネザルの

多様化とパンダの竹の美味理

論 

①マーケットの多層化とＳＣの多

様化 

②カスタマイズ化 

（３）経済発展・経済成熟と流通・

ＳＣの関連理論 

①経済・消費の発展と成熟による

流通やＳＣへの影響 

②流通・ＳＣのノウハウの先進国か

ら後進国への波及システム 

・経済時差 

・国情格差 

・グローバル無差 

 （１）１つの固有マーケット理論 

①ＳＣの棲み分けの基軸となるエ

リアを対象者のＳＣ選択行動に

おける時間・距離の希薄なエリ

アとして設定 

②１つの固有マーケットを基軸とし

て、ＳＣのリニューアル・新規開

発を行う 

（２）ＳＣのＭＲＩ（マーケット・リポジ

ショニング・インデックス）理論

①１つの固有マーケット内を完全

に数値的に可視化 

②１つの固有マーケット内に何が

起こっているのか、何か起こる

可能性があるのかの解明 

（３）ＳＣのＩＰＳ（イノベイティブ・パ

ワーアップ・システム）理論 

①１つの固有マーケットの中で、

全体あるいは特定の分野で競

争優位性を持つ 

②１つの固有マーケットの中で、

勝ちパターンづくりの戦略的プ

ロセスづくり 

（１）適正ＭＤｉｎｇ理論 

①マーケットニーズに基づくＭＤｉ

ｎｇ構築 

②ＭＤｉｎｇフォーマットモデルに基

づくＭＤｉｎｇ構築 

（２）テナントミックス理論 

①適正ＭＤｉｎｇと一体化したテナ

ントミックスの編成 

②テナントミックスフォーマットモデ

ルに基づくテナントミックスの編

成 

（３）クリエイティブリーシング理論

①データリーシング 

②エアポケット提案リーシング 

③コラボリーシング 

④マッチング理論に基づくリーシ

ング 

21 世紀型経済（21 世紀型経済は 2001 年からではなく、2021 年から本格化）時代は、ビッグデータ化、

ＩＯＴ化、ＡＩ化、ＶＲ・ＡＲ化、インダストリ 4.0 化、クラウド化…等のデジタル志向技術と情報技術が

融合して、あらゆる分野でメカニズムの可視化が飛躍的に進みます。それゆえに、流通・ＳＣ業界で「成功・

失敗の歴史」は理歴（メカニズム的に解明された理論の歴史）となり、この理歴を基に新たにＳＣを構築す

ることや、今まで存在しなかったレベルのイノベーション（需要創造や顧客創造に基づいたマーケットの深

耕と拡大）が可能となります。それゆえに、１つの固有マーケット単位で、マーケットを可視化（何が起こっ

ているのか、何が起こる可能性があるのか）して、ＳＣの勝ちパターンづくりが必要となります。 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋７
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（研究思考と成果の概念編） 
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